
「スズメバチ」と「アシナガバチ」について

• 春から巣を作り始め、秋口に最も大きくなります。

• 冬になると女王バチのみが別の場所で冬を越し、
巣は空になります。（再利用されることはありません。）

• どちらも毛虫などを食べてくれる、「益虫」でもあります。

人が刺されてしまう可能性のある場所に巣が
ある場合には、駆除する必要がありますが、
ハチも生態系のバランスの一部を担っている
ことを忘れないでおこう！



「スズメバチ」と「アシナガバチ」のちがい

【成虫】

【巣】

キイロスズメバチ アシナガバチ

（イメージ） （イメージ）

スズメバチの巣 アシナガバチの巣

17～25㎜ 20～26㎜

全体的に細身で、
ゆるやかに飛びます。
たとえるならヘリコプター！

全体的に太く、くびれがあ
り、直線的に飛びます。
たとえるならジェット機！

・しま模様でボール状の巣を作ります。
・出入口の穴は基本的に１つで、働きバチも巣の中に入ることができます。
※スズメバチの種類や巣作りの段階によっては、必ずしもボール状では
なく、様々な形状のものが見られます。

・攻撃性が強いので、ご自身での駆除は行わないようにしましょう。
豊中市では、スズメバチの巣に限って駆除を行っています。

・シャワーヘッド状の巣を作ります。
・卵や幼虫の入る穴がたくさんあいていて、働きバチは巣の中に入
ることができず、巣の外側に群がります。
・攻撃性はそれほど強くありませんので、巣作りの初期であれば、
ご自身で駆除は可能です。
駆除方法については豊中市保健所までお問い合わせください。

写真提供：一般社団法人 大阪府ペストコントロール協会
なお、スズメバチの巣以外の駆除は行っておりません。



• 肌の露出の少ない白い服（ハチは黒いものを攻撃する特性が
ある）を着る。

• 夕方以降、薄暗くなり働きバチが巣に帰ってきた
ところを狙う。

• ハチ用殺虫剤を巣に十分かける（ジェット式もある）。

• しばらくして周囲のハチがいなくなったら、巣を根元から落とす。

駆除方法について
～ご自身で駆除する場合（アシナガバチ）～

注意！

巣がエアコンの室外機の中など複雑な場所にあったり、スプレー等が機械に
悪影響を及ぼす可能性がある場合には、専門業者に依頼しましょう。










